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会話における「なんか」の機能に関する一考察＊

鈴木佳奈＊＊

The purpose of this paper is to investigate how the Japanese 

word叩 nkafunctions in conversation. Nanka is a word which both 

speaker and listener employ in natural conversation almost without 

being conscious of its existence, and very few studies have 

described and discussed the way it is actually used. This study, 

therefore, collects spontaneous conversation and analyzes the word 

in relation to the stance the speaker takes towards his/her own 

utterances and the knowledge the participants share, as well as the 

text which precedes and follows the utterance in which nanka is 

embedded. The approach employed is an interactional sociolinguis-

tic framework, with key concepts such as "production format" 

(Goffman 1981), "information state" (Schiffrin 1987), and "turn-

taking system" (Sacks et al. 1974) applied. The data consists of 

transcripts of 15-minute tape-recorded conversation between 18 

pairs of Japanese university students who are in the same grade but 

do not know each other. 

910 instances of nanka were observed in the data. A叫 ysisof 

the instances shows that nanka performs more various functions 

than previously identified. These functions can be divided into 

three groups; semantic function, pragmatic function and communica-

tive function. The semantic function directly affects the proposi・

tional content of the utterance. 1¥「ankaas a pronoun or an 

interrogative refers to uncertain and indefinite things or events; 

this is the core meaning of the word. l¥「anka,while performing this 

* Functions of the Japanese Word Nanka in Conversation. (SUZUKI Kana) 
＊＊大阪大学大学院言晶文化研究科柚士後期諜程
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function, also works as a particle. The pragmatic function makes 

the speaker evade responsibilities for his/her own utterances and 

conveys a metamessage to the listener by indicating a shift in the 

production format. It is also used to avoid stating a speaker's 

negative opinions, especially in cases where the listener seems to 

share enough knowledge with the speaker to infer the speaker's 

intention. The communicative function encourages smooth com-

munication between the participants when they try to take or 

maintain their turn in conversation. The pragmatic and the 

communicative functions may be derived from the core meaning of 

the word as an indicator of uncertainty or indefiniteness. As these 

three functions are closely associated with each other, two or more 

can be performed simultaneously. That is, nanka is a multi-

functional word. 

1. 本論文の目的

会話には「ま」「なに？」「ほら」「なんか」「もう」などの「会話特有の表現」

（ザトラウスキー1993: 187)が頻繁に出現する。「会話特有の表現」は、話し手側

も発話したことをほとんど意識しておらず、間き手側もまた、無意識のうちにそ

れらを間き流している。しかし、話し手も間き手もほとんど意識していないとは

いえ、これらの語句も会話の中で何らかの働きをしていると考えられる。本論文

では、会話特有の表現の中でも特に頻繁に現れる「なんか」を取り上げ、会話に

おけるその機能を検証してみたい。

「なんか」の機能について触れている先行研究は田窪・金水(1997)の他にはほ

とんどない。しかし田窪・金水(1997)でも、「なんか」が言い淀みの語であり、

感動詞として使われる場合は、もともと持っていた指示機能を失って、「だいた

いこんな感じ」といった「心的状態」に対応する形式になっていることを述べる

にとどまっており、具体的な検証も詳しい説明も行われていない。そのため、実

際の「なんか」の多様な機能を単純化してしまっている危険性がある。

そこで本論文では、「なんか」の機能を、「なんか」が含まれる発話だけでなく、



鈴木佳奈 65 

その前後のテクスト、さらには参加者の発話へのかかわり方や共有知識などのコ

ンテクストを考慮に入れて明らかにすることを目的とする。特に自然な会話をデ

ータとすることで、「なんか」の実際の機能が具体的に解明できるものと考える。

2. 本研究の方法論およびデータ

本論文では、実際の会話の分析に相互行為の社会言語学(interactional

sociolinguistics)的な手法を用いる。相互行為の社会言語学とは、言語が参加者

のアイデンティティや関係づけなどのコンテクストをどのように反映し、それが

相互行為にどのように影評を与えているかを明らかにするための枠組みである。

本研究では特に、 Goffman(1981)によって提唱された、 animator、author、

principalから成る productionformatおよびfigureの諸概念1)、また、 Schiffrin

(1987)の informationstateにあたる「知識」2)などを応用して、会話における

「なんか」の言語的機能を分析、考察する。さらに、会話分析(conversation

皿 alysis)の概念である「話者交替(turn-takingsystem)」(Sackset al. 197 4)を

も分析に取り入れる。

データとして、初対面の大学生同士の15分間の会話18組（男性同士のペア、女

性同士のペア各9組ずつ）を、録音し文字化3)して使用した。

ll Goffman (1981)は、それまで話し手(speaker)と呼ばれていた役割を、音声を発する animator、
表現する語曲を選択して文の形に組み立てる author、伝達される侶条や感情を有する principal
に分解し、それらを productionformatと呼んだ。さらにトーク中の世界の登場人物としての話
し手figureをも祁入した。同一人物がこれらの役割を担うこともあるが、必ずしもそうではなく、
相互行為の中でその役割は変化する、と Goffmanは述べている。本論文では principalを、 Goff-
manの考え方をふまえつつ、「話し手の発話内容に対する距離あるいは立場を表明する」役割とし
て解釈する。

2)本論文での「知識」は、 Schiffrin(1987 : 28)に従って、単に話し手と開き手がそれぞれ持って
いるあるいは共有している知識だけではなく、自分と相手がどの程度知識を共有しているのか、
あるいはしていないのかというメタ知識をも含む。
3)文字化の表記法は次の通りである。

行頭のアルファベット：発話者（仮名）の頭文字

？：上昇イントネーション 。 ：下降イントネーション 、 ：ごく短い沈黙

(2.5) : 沈黙（かっこ内は沈黙の秒数） ー：のばした音 ［：重複

I I : 非言語行動 → ：議論の中心となっている発話・行動に注意を促す
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3. 分析および考察

実際のデータの分析に入る前に、『広辞苑』での「なんか」の定義を確認して

みる。最新の『広辞苑』 (1998)では次のように定義されている。

1. (ナニカの音便）何事か。何ものか。

2. [助詞］（代名詞ナニに助詞力が付いたものの転）

a. 一つの例として示す。

b. 望ましくないもの、価値の低いものとしてあげる。

18組のデータ中にみられた「なんか」の総数は910例（男性ペア436例、女性ペ

ア474例）であった。しかし上に挙げた『広辞苑』の定義で説明が可能なものはわ

ずか60例(6.6%)にすぎなかった。そして残る850例(93.4%)の「なんか」も、詳

しく観察するうちに、決して無意味な語ではなく、他の機能を担っていることが

わかってきた。

本論文では、「広辞苑』の定義を含めて、実際のデータに現れた「なんか」の

機能を意味論的機能、語用論的機能および談話調整機能-1)に分類した。 3.1では

まず意味論的機能を有する「なんか」を概観する。次に3.2で語用論的機能につ

いて詳しく論じ、最後に3.3で談話調整機能について分析を行う。

3. 1 「なんか」の意味論的機能

紅味論的機能を有する「なんか」は、疑問詞・代名詞・助詞として、発話の命

題内容を構成する一要索となる。

3. 1. 1 疑問詞・代名詞としての「なんか」

「広辞苑』の記述からわかるように、「なんか」は「何か」の撥音便形である。

そのため「なんか」には、もとの語「何か」が持つ未知の物事・不特定の物事・

はっきりしていない物事を指示するという意味が受け継がれている。

° 言語の意味論的機能、語用論的機能、および談話調整機能は密接に関連しているが、本研究で
は次のように定義する。
意味論的機能：発話の命題内容に直接かかわる、語の言語内での働き。
語用論的機能：発話者の意図、発品者と発話内容の関わり方など、言語外の要素を反映し、メタ

メッセージを伝える語の働き。
談話調整機能：コミュニケーションを円滑に進めるための語の働き。
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(1) 話題：人間科学部の建物の汚さ

368U : 阪大病院に入院してた人が、なんか”、

→ 369 : うちの学部の人の、高校の同級生かなんかで、

370 : でお見舞いに行ったら、人科の方見て、

→ 371 : あの建物って、こ一精神病棟の隔離棟かなんか？って言われて、

372X : I笑：あははっははは 1

データ (1)の369および371の「なんか」は、はっきりしていないものを「確実

ではないけれど…のようなもの」として指示している。このような不確実性・不

特定性の標識としての働きが「なんか」の最も本質的な機能であると思われる。

3. 1.2 助詞としての「なんか」

「なんか」は助詞として名詞の後に続き、先行する名詞句に以下のような滋味

を添加することができる。

(2) 話題：プロ野球

224 B : やっば好きなチームがあれば見てる方もものすごいだろー、

→ 225 : すごい勝った時なんかは。

226U : ぅん、一応大阪人やから一応阪神やねん。

227 : [だから

228B : あー、阪神ファン。

(3) 話題：卒業論文のテーマ

→ 079 J : 私なんかまだ卒論のテーマも決まってない I笑いIんですけど、
osou : あーそーなんだ一
081 J : そう、でも院試の一書類とか全部卒論のテーマとか

082 : 苫かないといけないんですよね。 I笑い 1

5) 368の「なんか」については3.2.1.1を参照のこと。
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(4) 話題：サークルの活動

229U: 海外とか関係あんの？海外 いっ、

230T : [海外行く人もおるし一、

231 : 日本国内でやる人もおる、あって、

232 : あんまりそんなん興味ないし一 i笑：へヘっl
233 : いうたらそれで、そんなの手伝いとかせなあかんわけよ、

234 U : うん

235T : 入ったら、もうそれでもう 、

→ 236 : そのボランティアなんかやってられへんやんけ、つて感じでな、

237 : もう。

238 : あーあ。

データ (2)の225では一例であることを示すという意味が、データ (3)の079では

対比して強調するという意味が、そしてデータ (4)の236では価値の低いものであ

ることを示すという意味が、それぞれ助詞としての「なんか」によって先行する

名詞句に添加されている。

3. 2 「なんか」の語用論的機能

「なんか」には発話内容に対する発話者の態度をメタメッセージとして間き手

に伝える語用論的機能がある。この機能は、 productionformatの変化を予告・

強調するものと、話し手の持つ否定的な意見を暗示するものとに大別される。

3. 2. 1 production formatの変化を予告・強調する「なんか」

3. 2. 1. 1 伝聞表現に呼応する「なんか」

(5) 話題： Cと同じ学部に所属する Dの友人

→ 291D : と 僕の友達のね、

292C : そ一 うん

→ 293D : 人科の人とか話聞いてると、

→ 294 : なんか最近、学校とかもなんか、

→ 295 : ほとんど行ってないらしいんだけど、

→ 296 : ・出なくていい、なんか授業が少ないって聞いたんだけど、

→ 297 : なんか週、なんかもう、今もう週休4日だとかいうようなやつ。
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298C : I笑：はははは 1

データ (5)の291、294、296、297の「なんか」は、 293「（友達の）話聞いてる

と」、 295「らしいんだけど」、 296「って間いたんだけど」および297「とかいう」

といった、後続する伝間表現に呼応する、副詞的な役割を果たしている。

そもそも伝Ill]表現は、その発話の productionformatが変化したことを示す合

図となる。データ (5)に先行するテクストでは、 Cが所属する学部の教官に対す

る二人の感想が述べられている。その時点での発話者の productionformatは

animator = author = principalである。一方、データ(5)における話し手Dの

production formatは、伝間表現の使用から、 animator= authorキ principalに

変化していることがわかる。 principalが animator・authorと一致していない

ため、話し手Dがその発話内容に対してやや離れた立場を取っていること、すな

わち、発話内容に対する話し手のあいまいさ、自倍のなさ、貨任転嫁などがメタ

メッセージとして相手に伝えられるのである。

ところで、日本語の性質上、伝聞表現は解釈されるべき発話の終わり近くにな

ってようやく出現することが多い。これではll:flき手が発話を瞬時に解釈すること

ができない。そこで、事前に「なんか」を挿入することで、 productionformat 

の変化を予告し、後に続く発話内容に対する話し手の態度を聞き手に予測させて

いるのだといえる。

3. 2. 1. 2 婉曲表現に呼応する「なんか」

(6) 話題：人間科学部の建物の建て増し

132T : 人科でも建て替わるん？

133U : 建て替えー、ていうか建て増し？

134 T : 建て増し

135U : なんか6)、あっという間にできるらしいけど。

136T : ヘー

137U : なん、どういう風に増える、部屋が増えるんかよくわからん。うん

→ 138T : あれ、なんか、医学部の病院の前で、

6) 135の「なんか」については3.2.1.1を参照のこと。
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→ 139 : めちゃかわいそうやん、つていう感じの。なんかね工

140U : I笑いl

データ(6)の138および139でTは人間科学部の現在の建物に対する感想を述べ

ている。 138の「なんか」は後続する(139)「っていう感じ」に呼応する副詞的な

働きをしている。

139の「っていう感じ」をはじめ、「みたいな」「とか思って」「気がする」など

の表現や半疑間形は、若者が好んで多用する婉rlll表現であると言われている。こ

れらの語が使用されるときの productionformatは、 animator= author= prin-

cipalである。しかし、婉訓表現の使用は、 principalがあたかも animator・au-

thorと一致しないかのような効果をもたらすのではないかと思われる。その効

果によって、自分の感情や意見を述べるときに、発話内容に対して微妙に距離を

置いていることを示し、意見を主張することに伴う責任を軽減、あるいはあいま

い化してしまっているのだといえよう。

これらの婉Bll表現も、 3.2.1.lで述べた伝間表現と同様に、解釈されるべき発

話の終わり近くに出現する。それでは自分の感情なり意見がダイレクトに相手に

伝わってしまう危険性がある。そこで、事前に「なんか」を挿入することで、あ

らかじめ productionformatの微妙な変化を強調しておき、後に続く発話に対す

る話し手の態度をllrlき手に予測させているのだといえる。

次のデータ(7)の174のように、後ろに婉皿表現を伴わなくとも「なんか」が単

独でこの機能を果たしている発話も多く観察された。

(7) 話題： zが住んでいる京都

172N : いやいや、でもあれやって、

173 : 京都とかむっちゃきれいなとこやし、うらやましいわ。

→ 174Z : そーかなー。なんか暑いだけやで一。

175N : あ、暑い。雪降るねやろ、すごい。

176 Z : いや、降らない。

177N : あーほんまに？

178Z : うん、いや北の方は降るけど、南の方は全然で寒いだけー。

n 139の「なんか」については3.2.2.1を参照のこと。
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3. 2. 1. 3 過去表現と共起する「なんか」

(8) 話題： Dの骨折

496D : え僕の場合は事故じゃなくつて、

→ 497 : たまなんか、学校でたまたまこうなんて、足は、踏みはずして、

71 

498C : はん

499D : 階段から？

500C : あーあー

501D : で、骨折ったんだけど、

502 : あの一入院費代以上にこう、あったよ、保険料の方が。

503C : 

504D : 

あーそうなん？

うんうん

→ 505 : すげーもうかったと思ったもん。 なんか

506C : [申請して？

→ 507D : う一ん、それ、なんかだから、多分、学校内で起こったら、

508C : うんうん

→ 509D : 多分、なんかそういう保険がみたいななんか、あったみたいで、

510C : うんうん ヘー一

→ 511D : 結構なんか、月に数万入ってきて、

512 : 治療費よりも、多かったから、結構得しちゃった。

データ (8)ではDが過去に学校で骨折した1本験を語っている。その一連の発話
に「なんか」が頻繁に挿入される(497、505、507、509、511)。このように、話

し手自身がかかわった比較的長い過去の物語を語る際に「なんか」が頻出するこ

とがある。ここでの productionformatはanimator= author = principalであ
る。しかし、過去の出来事の figureとしての話し手は、現在物語を語っている

話し手とは時間的な隔たりがあり、同じではない。 figureは厳密には produc-

tion formatには含まれないが、 productionformatとともに話し手を構成する役

割であるため、 figureの変化も productionformatの変化と同様に、「なんか」

で予告あるいは強調されているものと考えられる。このように、過去を表す表現

と相まって、「なんか」によって figureの変化が強調され、今語っている内容は

過去に体験した出来事であり、実際とは異なってしまっている可能性があるとい

うメタメッセージが間き手に伝えられるのである。
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3. 2. 2 否定的な意見を暗示する「なんか」

3. 2. 2. 1 相手と食い違う意見を暗示する「なんか」

(9) 話題： zの出身地、愛知県

→ 068L : 愛知の人も多いね一、でも。

→ 069Z : そう？

→ 070 : あそっか、うちのサークルでまちょこちょこといるけど。

071L: うん

072Z : かなー。

→ 073 L : ちょこちょこいるってのがなんか。

074Z : あーあーあー、なるほどなるほど、うん

068でLは、大学にzのような愛知県出身の学生が多いと感じていることを述

べている。しかしzの納得しかねる様子が069「そう？」および070「うちのサー

クルでまちょこちょこいるけど（それほど多いとは思えない）。」からわかるため、

073で「（小さなサークルにも）ちょこちょこいるってのがなんか（＝大学全体では

結構多いのではないか）。」と言い足している。ここでは、すでに述べた「愛知県

出身の学生が多いと思う」という意見を繰り返す代わりに「なんか」が用いられ

ている。これは、 Zが069および070で、 Lが述べた意見に対して疑問を投げかけ

たことで、 Lの意見がzの意見と食い違う可能性が出てきたためではないかと思

われる。このように、自分の意見が相手の意見と食い違いそうな時には、その意

見を明確に主張することを避けるために「なんか」を使っての暗示が行われるの

である。ただしそのためには、「なんか」によって暗示されている意見が話し手

と聞き手両方に共有されていなければならない。データ(9)の場合、「なんか」に

よって暗示されている Lの意見は先行するテクストですでにはっきりと述べられ

ていて間き手にも共有されているため、 lirJき手は正しい解釈を行うことができる

のである。

3. 2.2. 2 否定的な内容の意見を暗示する「なんか」

(10) 話題：アルバイト

285Z : 自分なんか8)してんの？

S) 285の「なんか」については3.1.1を参照のこと。
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286G : 僕は、家庭教師と、

287 Z : かてきょまわってけーヘんねん。

288G : やりたくなかってんけど、

2892 : うそー

290G : やりたくなかったっていうかな、

291 : 今後悔してるんや、やったことを。

292Z : 

→ 293G : いや高 3でなんかな 。

→ 294 Z : あ高 3厳しいわ。

ほんま？

→ 295G : 高3もうわすれ、勉強できへんねやんかもう今俺。

73 

データ (10)では、普通なら喜ばれるはずの家庭教師のアルバイトをしている G

が後悔している、ということについて話されている。その理由が293で述べられ

ているが、文字通りの意味からは、教える相手が高校3年生である事実しかわか

らない。しかし、高校3年生を相手にした家庭教師は、一般的に非常に高度な内

容を教えなければならず、しかも大学に合格させなければならないプレッシャー

もあって、自分にとっては大変な仕事だという否定的な内容の意見が、「なんか

な一」を使うことでII音示されているのである。（もっとも295では明確に述べられ

ている。）ただし、「なんか」が単独でこの機能を担うことはほとんどなく、 293の

ように「なんかな（一）」や「なんかね（一）」などの終助詞を伴うことの方が多い。

このように、否定的な内容の意見を「なんか」で暗示する場合にも、それを正

しく解釈するためには共有知識が必要となる。話し手は、暗示した意見を解釈す

るために必要な知識を聞き手も共有していると仮定して発話を行い、多くの場合、

実際に聞き手はその知識を持っている。データ(10)でも、 294「あ高3(相手の家

庭教師は）厳しいわ。」から、 Zが知識を駆使して、暗示されたGの慈見について

正しい解釈を行ったことがうかがえる。

以上3.2の分析によって、「なんか」が、 productionformatの変化を予告・強

調したり、あるいは話し手とtifjき手両者に共有されていると思われる否定的な意

見を暗示するなど、発話内容や話し手の発話に対する態度をあいまいにする婉曲

機能を有することが認められた。このような語用論的機能は、「なんか」がもと

もと持っている、不確実性・不特定性の標識としての機能から派生したものでは
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ないかと思われる。

3.3 「なんか」の談話調整機能

「なんか」の談話調整機能として、発話権を確保したり維持したりする機能が

認められた。これは、田窪・金水(1997)も指摘しているように、言いたいことが

頭に浮かんでいるにもかかわらず適切な言葉がすぐに出てこないときなどにみら

れる、つなぎの言葉(filler)としての機能である。

(11) 話題：就職先選び

084G : なんか9)やっば、ね化粧品メーカーって楽しそうだよね、

085 : 普通のところより。

→ 086H : ね、ね一

→ 087G : う一ん

→ 088H : [なんか自分の典味が、かなり

→ 089G : なんか、そー

→ 090 : なんかさ、いっこ下前バイトで一緒だった子阪大の薬学で、

091H : ヘー

092G : その子も就職したら化粧品会社とかで、開発したいとかってさー。

093H : う一ん

086および087はともにあいづちのような発話であるため、 088-090において次

の発話権をめぐっての交渉が行われている 10)。この、次の発話権を猥得するた

めの交渉は一瞬のうちに発生するものであり、次に話すことがまだ準備できてい

ないうちに交渉に参加せざるを得ないこともある。このような場合にとりあえず

「なんか」を発話しておくことで、発話権を確保し、次の言葉を準備する余裕を

作り出しているものと考えられる。

このような発話の最初の「なんか」には、新しい話題が尊入されることを示す

機能が付随することがある。

91 084の「なんか」については3.2.1.2を参照のこと。

10)このような交渉は、 Sackset al・(197 4)による発話権交替の規則1-b、すなわち、発話権が移行

しうる「移行関連場(transition-relevanceplace)」において現在の話し手が次の話し手を指定し

なかった場合、最初に，討し始めた者が次の話し手になる権利を獲得するという規則に従った行動

である。
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(12) 話題： Tの出身地

233T : ん一、ちしゅうかん高校の場所知っ、

234 : 知らない［よね一

235 J : うんわかんない、うんわかんない

236T : そっか一

237 J : うんうん

238 : 名前は知ってるけど。うん。

239T : うんうんそっか一

240 J : ヘー

241 T : ん一？ そっか一

→ 242 : なんか、音楽学ってすごい、ねぇ。 I笑：あへん 1

243 : なんか11)アットホームで楽しそうって感じする。

241まで二人はTの出身地について話しているが、 Jの知らない具体的な地名

などが出たために、両者ともこの話題についてこれ以上発展させることを断念し

ている。そこで242で新しい話題が禅入されている。その時にまず「なんか」と

それに続く短い間で、これから話題が変わるということが示されているのである。

このように発話の最初の「なんか」はしばしば短い間を伴って、新しい話題の禅

入の前置きともなる。

さらに、発話の最初だけでなく、発話中にも「なんか」が発話権をそのまま維

持するために使われる。

(13) 話題： Nの研究テーマ

556N : で、研究テーマってね、ジャズの方やから、

557T : は一

558N : もう延長みたいなものになっちゃってるからな。

559T : えー、すごい、

560 : ジャズなのか、な、何やるの？

561N : そう

→ 562 : なんか、う一ん、ジャズの、そ、何やろな、日本の、ジャズ？

II) 243の「なんか」については3.2.1.2を参照のこと。
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563T : うん

→ 564N : うん、んで、なんかちょっと、昔の、昭和初期ぐらいのこと？

565T : うん

ここではNの研究のテーマが話題となっている。 Nは562以降で研究内容の具

体的な説明を試みている。しかし、すぐに適切な言葉が浮かんでこない様子が、

562および564にみられる「なんか」「う一ん」「何やろな」「うん」などの言い淀

みの語句、細切れな間の取り方、半疑問形などからわかる。「なんか」を含めて

これらはすべて、発話権を維持し、より適切な言葉を探す余裕を作り出している

といえる。

このように、「なんか」が発話権を確保あるいは維持したいときに頻繁に使わ

れることも、「なんか」が本質的に不確実性・不特定性の標識であることと無関

係ではない。「なんか」の本来の指示対象が不特定であいまいであるために、発

話の意味内容を変えることなく、つなぎとしての役割が果たせるのである。

4. まとめ

以上の分析の結果、実際の会話の中で使われる「なんか」は、これまで『広辞

苑』 (1998)や田窪・金水(1997)で定義あるいは指摘された以上に多様な機能を有

していることがわかった。本論文では、データより浮かび上がった機能を、意味

論的機能、語用論的機能、談話調整機能に分けて、それぞれを詳しく述べた。

「なんか」の最も本質的な機能である意味論的機能は、疑問詞・代名詞および助

詞として発話の命題内容を構成する要素のひとつとなるものである。語用論的機

能は、 productionformatの変化を予告・強調したり、あるいは話し手と聞き手

両者に共有されている否定的な意見を暗示したりして、発話内容や発話者の発話

に対する態度をあいまいにするというメタメッセージを間き手に伝達するもので

ある。そして談話調整機能は、時間的余裕を作り出したり、新しい話題の禅入を

示したりして、円滑なコミュニケーションを促進するものである。語用論的機能

と談話調整機能は、不確実性・不特定性の標識という「なんか」の本質的機能か

ら派生したものではないかと思われる。

これらの諸機能は、それぞれが単独で働くこともあれば、複数が同時に働くこ

ともある。例えば、 3.2.1.3で取りあげた「なんか」は、過去の出来事の物語で
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あることを示すという語用論的機能を担っていると同時に、発話権を維持する談

話調整機能をも担っていると考えられる。過去の出来事についての記憶が薄れて

いて、詳細を描写しようと記憶をたどるのに時間がかかっていることが想像され

るためである。このように、「なんか」は二つ以上の機能を同時に担うことがで

きる多機能語であり、それぞれの機能は互いに密接に結びついて複雑に働いてい

るのである。

ただし、本論文で述べた機能の細分化および機能間の関連づけが妥当であるか

どうかについては検討の余地がある。「なんとなく」「なぜか」「なんだか」「なん

ていうか」など、「なんか」と同様に不確実性・不特定性を示す語とはどの程度

交換可能なのか、また、「なんかな（一）」「なんかね（一）」「なんかさ（一）」とい

った終助詞を伴った場合は同じような機能を担うのか、という点を明確にしなけ

ればならない。さらに、本論文ではデータとして大学生同士の会話を使用してい

るため、「なんか」の使用に関しての他代差という問題も残る。今後、様々な低

代の会話を収集することも必要である。

以上のような問題点は残るが、本論文によって「なんか」のように話し手も聞

き手もほとんど意識しない語でさえ、その語が含まれる発話、その前後のテクス

ト、さらにはコンテクストとかかわって、会話で様々な役割を担っていることが

示された。人間の言語行動を解明するためには、様々な要因を考慮して、データ

となる会話をさらに細かく、深く分析しなければならないということを示唆して

いるといえる。
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